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実行中ジョブの制限値変更

実行中ジョブに対するジョブ制限値の変更機能として、下記の

qmodifyコマンドを提供予定です。

－記述形式
qmodify [-u ユーザー名] ‒cp 経過時間 -IT CPU時間 リクエスト識別子

－機能概要
qmodify は、指定されたリクエスト識別子に対応するバッチリクエストの制限値
であり、原則としてバッチリクエストの所有者だけが変更可能です。
例外として、システム管理者、NQS マネージャー/オペレータは、自らが投入して
いないバッチリクエストでも制限値の変更可能です。
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